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』
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た

〝
啄
木
の
ふ
る
さ
と
〞『
も
り
お
か
の
短

歌
』
は
、
啄
木
が
生
ま
れ
育
っ
た
盛
岡
を

訪
れ
る
観
光
客
や
市
民
に
よ
る
啄
木
短
歌

の
特
徴
で
あ
る
『
三
行
書
き
』
の
短
歌
づ
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り
を
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じ
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歌
の
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ち　
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お
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目
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。
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光
客
や
市

民
の
方
々
か
ら
多
く
の
短
歌
が
投
稿
さ
れ
、

こ
の
度
優
秀
賞
10
首
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

投
稿
箱
は
、
当
所
や
盛
岡
市
役
所
、
啄

木
関
連
の
観
光
施
設
、
市
内
ホ
テ
ル
な
ど

に
設
置
し
て
お
り
、
現
在
は
冬
の
部
を
募

集
し
て
お
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